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【方法と結果】連続 31 例の冠攣縮性狭心症群 (男性/女性 23/8 例、平均年齢 57±13[標準偏差] 歳)、並びに




症群 1.17±0.17 vs. 対照群 0.92±0.22, P<0.001 )、胸痛の好発時間帯と一致して、6時をピークとする有意な日
内変動を認めた (21時 1.00±0.15, 6時 1.17±0.17, 12時 1.12±0.22, P<0.001)。一方で対照群では有意な日内
変動は認めなかった (21時 0.96±0.20, 6時 0.92±0.22, 12時 1.03±0.26, P=0.07 )。また、冠攣縮誘発試験直前






キナーゼ活性と有意な正の相関を認めた (r=0.48, P<0.05)。 
【結論】本研究により、冠攣縮性狭心症患者において、白血球 Rho キナーゼ活性に日内変動が存在すること
が明らかとなった。Rhoキナーゼ活性は深夜から早朝にかけての副交感神経活性と関連し、冠動脈の収縮反応
性を変化させることで冠攣縮発作の日内変動に関与する可能性が示唆された。 
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